
 

 

 

 

 

   

 

 多くの来賓を迎え、卒業生 240 名の門出を祝

いました。 

  

 

 

 

 

 

 卒業生代表の漁野さんは答辞で、高校時代に人間関係を築く上で感じたことは「私は自分を発信する力も身につ

けることが出来たと思っています。相手に自分の思いを声に出して発信することで、その思いはカタチとなって相

手に伝わります。また、相手の思いも受信できた時、その時初めて友情が芽吹くのだと思うのです。」、勉強とクラ

ブ活動の両立については「自分の思いを発信することは大切だと思い、自分の意思を持って声にして行動すること

で、良い方向に進むことができたと思います。そしてこれは部活動に限らず、日常生活を振り返ってみても同じだ

と思いました。」、新宮高校での 3 年間は「みんなと過ごした時間の全てが何物にも代えがたい私の宝物です。「文

武両道」この言葉を胸に必死に駆け抜けてきた三年間でしたが、これを達成できたことは今私の大きな自信となっ

ています。」とし、在校生に向けては「これから何度も、何かに悩み、迷うことがあると思います。そのような時こ

そ、自分の意思を、人との繋がりを、大切にして一歩ずつ歩を進めてください。そして、充実した高校生活を送っ

てください。」との言葉を贈り、自分たちの門出については「一人の大人として責任を持って行動しなければなりま

せん。しかし、どんな道に進もうとも、新宮高校の校訓である「質実剛健」の精神を忘れず、前に前に進んでいき

ます。高校生活で得た変わることのない友情と、経験したこと、学んだことの全てを糧として、更なる飛躍を遂げ

ることを目指していきます。」と決意を示しました。最後に 3 年間お世話になった方々へのお礼を述べて、答辞を

結びました。 

 

 

 

LHR の時間を使って、2 年生全員が国公立理系・短大文系な

どの進路別に、本年度の卒業生や 3 学年の担任の先生から受験

勉強についての体験談や心構えなどをききました。 

既にセンター試験受験まで約９ヶ月といったところでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一斉清掃の後、１・２年生全員が体育館に集合し 

修了式を行いました。畑校長先生は式辞で進路意識 

をしっかり持つことの重要性を話して、今年度を締 

めくくりました。   

和歌山県立 新宮高等学校 
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卒業証書授与 卒業生代表答辞 

３月１日 

３月１５日 

３月 17日 

           1 年生の畑下くん、脊古さん、

藪中さん、西さん、由谷さん、榎

本さんの 6 名が、「ユネスコと世

界遺産」作文審査会で優秀賞を受

賞し、表彰されました。 

 

 ３月 24日 

３月 19日 

 

 

 本校体育館において、吹奏楽部の定期演奏会が行

われました。当日は天候にも恵まれ、600 人以上の

観客が来場し大盛況でした。 

４月のおもな行事予定 

５日（水）   

７日（金） 

10 日（月）      

11 日（火） 

27 日（木）    

      

          

       

離任式 

始業式・新任式 

入学式 

対面式・授業開始 

遠足 

 


